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９
２
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仏
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を
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。

　

国
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文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
本
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は
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し
ょ
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年
に

益
田
藤ふ
じ
か
ね兼
・
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と
よ
し祥
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再
建
し
た
も
の

で
、
当
時
の
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社
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を
そ
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ま
ま
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し
て
い
ま
す
。
前
方
か
ら
見
る
と
柱
が

４
本
あ
り
ま
す
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柱
と
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の
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を
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と
い
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、つ
ま
り
3
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あ
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な
り
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横
か
ら
見
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流
れ
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。
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。

　

本
殿
右
手
側
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。巨

大
な
一
枚
岩
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
に

は
か
つ
て
滝
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の

滝
は
、こ
の
地
域
を
開
発
す
る
た
め
の
貴

重
な
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源
だ
っ
た
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ら
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社
務
所
の
西
側
に
は
、か
つ
て
神
社
と

一
体
で
あ
っ
た
別べ
っ
と
う
じ

当
寺
の
勝し
ょ
う
た
つ
じ

達
寺
が

あ
り
、全
盛
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に
は
16
の
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構
え
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す
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か
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つ仏
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し
ゃ
く釈
に
よ
り
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念
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が
ら
廃

絶
し
ま
し
た
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鎌
倉
の
極ご
く
ら
く
じ

楽
寺
に
木も
く
ぞ
う造

不ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う

動
明
王
坐ざ
ぞ
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（
重
要
文
化
財
）、昭
和

町
の
泉せ
ん
こ
う
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光
寺
に
釈し
ゃ
か迦

十じ
ゅ
う
ろ
く六

善ぜ
ん
し
ん
ぞ
う

神
像
（
県

指
定
文
化
財
）
な
ど
の
遺
宝
が
あ
り
、こ

れ
ら
か
ら
も
そ
の
繁
栄
が
伝
わ
り
ま
す
。
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日本遺産のまち益田の歩き方

第 13 回 　 染
そ め は

羽天
あめのいわかつ

石勝 神社

ぜひご活用ください！

まちを支える「みず・みち・みどり・みらい」

書籍を寄贈いただきました

　公益社団法人益田法人会様から市立図書館へ、小中
学生向け調べ学習用書籍 20 冊を寄贈いただきました。
書籍の寄贈は平成22年度から続いており、合計で670
冊になりました。森本恭史会長からは「外出の機会が
減っている今だからこそ、多くの子どもたちに活用し
ていただきたい」という言葉をいただきました。寄贈
本は図書館児童コーナーに「益田法人会文庫」として
配架されています。
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土木の魅力を中学生へ
～地域のミライのために～

　益田翔陽高校で農業土木を学ぶ生徒が、土木の必要
性や楽しさを伝える出前授業を中西中学校で行いま
した。防災ゲームアプリ等を活用して、道路や橋等の
インフラ整備や災害の防止、復旧など、土木が自分た
ちの生活に密接に関係していることを伝えました。今
後は、ドローンや建設機械の操作体験、農業用水路の
補修作業体験等を通じて、中学生に土木の魅力を伝え
る予定です。
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染羽天石勝神社本殿（重要文化財）　
自然と歴史が一体となって厳かな空間となっている。


